
保・幼・小の連携を視点に

深谷市立桜ヶ丘小学校 教諭 黒澤 有香

令 和 ３ 年 １ 月

発達支援サポーター等育成研修
「地域連携講座」

発達に課題がある児童への支援



本日の流れ

１ 地域 学校 自己紹介

２ 連携の輪が広がる 平成～令和へ

３ 情報をつなぐ

４ チームで支援



埼玉県の北部に 位置する

１ 紹 介

深谷市



深 谷 市

 レンガの街 「深谷駅」 渋沢栄一翁

１ 紹介



② 本 校

深谷市立桜ヶ丘小学校
・開校６４年目

・児童数 ５４８名

・教職員数 ３２名

・学級数 １９学級

内 知的障害特別支援学級 １学級

自閉症情緒障害特別支援学級 １学級

・桜ヶ丘幼稚園が併設(敷地内)

１ 紹 介



 通常の学級の担任

 知的障害学級の担任

 ・ 特殊学級といった時代～特別支援学級となった

 「特殊教育から特別支援教育へ」

 ・ 新たな役割

 ＜特別支援教育コーディネーター＞

現在に至る

 自閉症情緒障害特別支援学級の担任に

 なって１０年に

③ 自己紹介



特殊教育から特別支援教育へ

特別支援教育
◯ 通常の学級に在籍する、特別に配慮が必要なすべての児童生徒に

対して全職員が指導や支援する。

◯ 担任は支援者の要であるが、校内の教師がチームとなって、

校内支援体制を作り、児童生徒の指導支援にあたる。

◯ 特別支援教育コーディネーターを指名し、校内委員会を設置運営する。

◯ 個別の教育支援計画（ＡＢプラン）を作り活用する。

平成１９年度（2007年）の改革

２ 連携の輪



２ 連 携 の 輪 が 広 が る

（１） 児童のことを知る。（情報収集）



 保護者との連携



 園との連携 ： 入学の前から



 関係機関との連携

（２） 情報や助言からねらいや指導・支援方法を計画する。

深谷市立
教育研究所

教育相談や
検査等



２ 連携の輪が広がる

① 医療機関 カウンセリング 診断
療育

関係機関との連携

③ 深谷市役所 子ども青少年課
福祉課

外部相談機関

② 深谷市内 通級指導教室



３ 情報をつなぐ ①

情報がえられる機会

９月下旬 ・主な保育園等に連絡 (教頭) 主幹・保健主事

 養護教諭 ・ コーディネータ

１０月上旬 ・就学時健康診断 実施 (保健主事) 保護者と

 の教育相談

１１月 ・フリー参観の連絡・通知 (教頭)

 ・主な園との連絡会 本校にて (主幹)

 ・入学予定者を招待（教頭・主幹）

 「なかよしになろうの会」 １年生 生活科


 ・関係する園

 への訪問

・保育参観

１月下旬 ・保育園幼稚園への訪問 ・担任から

 情報収集



情報をつなぐ ②

 ２月 ・入学説明会 園児 体験入学

 これまでの情報はその都度、一覧表に記入される。

 ３月中旬 新１年生の学級編制

 幼稚園から 個別の支援計画

新年度

 ４月 入学式

 ６月 フリー参観実施 地域の保育園等に案内文を

送付



情報をつなぐ ③

氏名・在園名等 幼・保の視点 ／
一日入学

就学時健診様子・
知能検査

保護者より・保健関係



連携している保育園の先生から

・ 毎年の連絡会はありがたい。

・ 小学校に繋がるので安心。

・ 配慮が必要な家庭について理解し、継続

して欲しい。

◯ 卒園までに身に付けるべきことを、学校の立場

として具体的に知りたい。

◯ 特別な配慮とは、どの程度のことを言うのか。

３ 情報をつなぐ ④



連絡会等を通して

小学校として

連絡会、保育参観等をとおして、学校では得ることが

難しい内容を、教えていただけるので、有り難い。

何を配慮すれば良いか、手がかりになる。

園児の様子に特徴があるか教えほしい。

 ・身辺自立の程度 ・集団参加の様子

 ・行動の特徴 ・登園の状況

 ・特別に気になること 等

３ 情報をつなぐ⑤



入級前の
面談へのお知らせ 身辺自立や好み・

医療や手帳等
について



情報をつなぐ ③

氏名・在園名等 幼・保の視点 ／
一日入学

就学時健診様子・
知能検査

保護者より・保健関係



○正しい姿勢
ピン・ピタ・グー

○活動の時間を指示
はじめ → おわり

規律ある学級作りのために



規律ある学級づくりのために

○視覚的指示 出し方 児童に分かりやすい例

『朝自習』 『業前運動の準備』



４ チーム支援 ①

特別支援教育の視点を生かした

授業 ・ 学級経営



一人一人の児童を大切に

４ チーム支援 ②

丁寧な児童理解

学級のルールの

明確化

実際に活用可能な
教材教具



授
業
の
工
夫
や
学
級
経
営
の
ポ
イ
ン
ト



規律ある学級･学校

４ チーム支援 ③

◯ ルールがはっきりしていて、誰もが分かりやすい。

① できている子を、褒める。しっかり褒める。

② 「こんなことまで．．．？」と思っても、
できないことは、教える。

◯ 持ち物は、整理整頓。もちろん、教室の中も。

落ち着きのある安心した雰囲気の学級・学校



チームでの対応 校内支援体制の一例

サポートに入る先生が、児童の特徴やねらいを共通
理解して、行動する。

・ その場では何を目的としているか、理解し協力し合う。

・ 学級から取り出して、指導することが 目的ではない。

在籍学級で学習するには、どんな力を付けさせるか。

・ 今はできないが、待って、ねらいに近づける指導を。

４ チーム支援 ④

試行錯誤しながらの日々です



ご静聴ありがとうございました。


